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平成22年₇月15日発行 広島市医師会だより　（第531号　付録）

 

 

 

 

PPRR33‐‐AANNCCAA  
【臨床意義】 ウエゲナー肉芽腫（WG）は、鼻、副鼻腔、眼、耳など上気道お

よび肺の壊死性肉芽腫性炎、全身の壊死性肉芽腫性血管炎、急性進行性腎炎、

の 3 症状を特徴とします。また WG は、診断、治療が遅れると腎不全、呼吸

不全、二次的感染症などで短期間に死亡する症例があるため、早期に診断を

下す必要があります。 
PR3‐ANCA は WG に特異的な抗体で、早期診断および活動性の指標、治療

効果判断のマーカーとして有用です。 
 
MMPPOO‐‐AANNCCAA 
【臨床意義】 急性進行性糸球体腎炎の診断及び経過観察、腎糸球体毛細血管

壊死から半月体形成までの病態診断、腎生検の適応判定、治療効果の判定等

に有用です。 
 
いずれも 採血管：生化学用、採血量：各 3ml、所要日数：3～5 日 

参考：SRL社「検査項目レファレンス」
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「PR3‐ANCA」「MPO‐ANCA」について教えてください。 

お問合せ：学術データインフォメーション（D.I.）課まで 

0120-14-8734（フリーダイヤル）/ 082-247-4325（ダイヤルイン）

 

 

 

 

ＤⅠ質問箱  

本年 5 月から事務部長職を兼務させていただいています。平成 6 年から平成 10 年ま

での足かけ 4 年を千田町で過ごさせていただいたのを懐かしく思います。 
先々代の検査システムのリプレースに始まる業務改善施策を命ぜられ、課題山積で途

方にくれながらも、当時の役員の先生方や運営委員の先生方に助けられ、現在中核とな

っている職員の皆さんと一緒に多くのことを学ばせていただいた時期です。 
臨床検査センターを取り巻く環境も凄まじい勢いで多様化してきています。組織が硬

直化しないよう、まずは組織再編、ICT インフラ整備といったところから取り組んでい

ます。ご指導方よろしくお願いします。 
曽我部 俊二（医師会事務局長 兼 検査センター事務部長） 
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